
放課後子どもプラン施設の
開館時間延長の実施について

平成23年1月

教育委員会生涯学習課 放課後子どもプラン推進室
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希望する児童に、安全･安心な放課後等の居場

所を確保し、遊びや生活、学びや交流の場を提供
します。

子どもたちを取り巻く環境の変化核
家
族
化

少
子
化

不
審
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報インターネット、携帯電話の普及

三
本
柱

三
本
柱

既存児童館と併せ小学校施設を活用

放課後対策事業の一体化

市民ボランティアの参加

長野市版放課後子どもプランの概要について
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開館時間の延長の検討経過について

◇利用する方としない方との間に、税負担の不公平が生じています。

◇子どもたちを取り巻く環境の変化により、登録希望児童が増え、事業費が増大してきてい
ます。

◇遊びや交流の場・安全な居場所を望む声や、開館時間の延長を求める声が増えています。

社会福祉審議会
平成２１年２月 答申

平成１９年６月 放課後子どもプランの利用者負担について諮問

◆通常時間分 ３，０００円/月、◆延長時間分 ７００円/月
◆減免制度有り

「放課後子どもプラン推進事業」を、市内５６全小学校区で軌道に乗せることを第一

に考え、「放課後子どもプラン（児童館・児童センター・児童クラブ・子どもプラザ）」の

利用者負担については、今後も現状どおり「無料」として実施してまいります。

平成２１年１０月 市の方針決定

3/9



開館時間延長の概要について １

１ 開館時間延長を実施する理由

◆女性の就労の増加や少子化が進行する中、仕事と子育ての両立支援策は重要な
役割を担っており、その充実が求められています。

◆「ながの子ども未来プラン」において放課後対策事業は、「仕事と子育ての両立
の推進」のための重点的な取り組みとして位置づけられています。

◆就労する保護者の増加や就労形態の多様化等から、保育所では既に延長保育を
実施しており、同様のサービスとして放課後対策事業の開館時間の延長を求める
声が寄せられています。

２ 利用者負担をお願いする理由

◆本市は放課後対策事業を無料で実施していますが、開館時間延長は既存サービス
（通常時間）外のサービスであることから、時間延長分の利用については、改めて利用
者負担をお願いするものです。

なお、通常時間分の利用については、引き続き無料で実施します。（但し、施設に
よりおやつ代等の実費負担があります。）

３ 実施予定の時期等

◆平成２４年４月から放課後子どもプラン施設（児童館等の校外施設、子どもプラ
ザ等の校内施設）で実施します。
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開館時間延長の概要について ２

４ 開館時間

５ 利用者負担の内容

◆ 平成２１年２月の社会福祉審議会の答申に基づき以下のとおりとします。

①朝夕の開館時間を30分ずつ延長する施設・・・・・・・・350円/月
② 〃 60分ずつ延長する施設・・・・・・・・700円/月
③減免制度 生活保護世帯・・・・・・・・・・・・・・全額減免

市県民税非課税世帯・・・・・・・・・・・半額減免
１世帯で２人以上同時利用の２人目以降・・1/3減免
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土曜日 （8：30から13：30まで）

学校休業日（長期休暇等） （8：30から18：00まで）

平 日 （13：00から18：00まで）

8:30 13:00 18:00

7：30
又は8:00

18：30
又は19:00

開始・終了時間を30分又は1時間延長 （職員2名体制で実施）



H28

H24

H22
児童数

事業費

登録児童数と全体事業費の見込み

5,8905,890人人
570,841570,841千円千円

7,0007,000人人
770202,000,000千円千円
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時間延長分
43,000千円

◆平成２２年度
登録児童数：５，８９０人 プラン実施３４校区

◆平成２４年度（見込み）
登録児童数：６，７００人 プラン実施５２校区

◆平成２８年度（見込み）
登録児童数：７，０００人 プラン実施５６校区

6,76,70000人人
683,000683,000千円千円

時間延長分
41,400千円



開館時間延長経費と財源
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支出

収入

支出

人件費 37,500千円（87.2％） ※職員2名体制で実施

システム経費他 5,500千円（12.8％）43,00043,000千円千円

※延長利用者数は、各年度の登録児童見込み人数の45.9％ と仮定（H19アンケートから）
しています。

※延長時間は、小学校区毎の運営委員会で決めて実施する方法を想定しているため、全体
の内、朝夕各１時間延長及び30分延長をそれぞれ50％の施設が実施するとして、人件費
及び利用者負担額を算出しています。

収入

H24見込み （延長利用者：3,070人）

H28見込み （延長利用者：3,200人）

43,00043,000千円千円

国庫補助金 6,700千円（15.6％）

市単独費 18,300千円（42.5％）

利用者負担 18,000千円（41.9％）

441,4001,400千円千円

441,4001,400千円千円

人件費 35,900千円（86.7％） ※職員2名体制で実施

システム経費他 5,500千円（13.3％）

国庫補助金 6,100千円（14.7％）

市単独費 18,000千円（43.5％）

利用者負担 17,300千円（41.8％）



今後のスケジュール
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各校区運営委員会への説明

各小学校区での施設利用者
（新入児童含む）説明会

時間延長利用希望
者への具体的な
説明、申請受付

事前協議 関係者への説明 具体的な制度の職員への周知

収納業務（システム関係）事前準備

議
会
へ
の
説
明

社
会
福
祉
審
議
会

３
月
議
会

月
議
会

１２

開
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間
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約

○条例改正
・開館時間延長
・利用者負担規定
の追加

○システム
関係予算

1/12



今 後 の 方 針

◆国においては、少子化社会対策として、「子ども・子育て
新システム」の検討が行われる等、子育て施策の変更・転換
の動向を注視し、市の施策に反映させてまいります。

◆就業する保護者を支援するために、児童の放課後等におけ
る居場所の提供を更に進めてまいります。
・「長野市版放課後子どもプラン」の全56小学校区への拡充
（平成22年度：34校区実施⇒平成25年度：56校区実施予定）
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